








市民一人当たり28万7933円のまちづくり



　この金額は、平成23年度一般会計の歳出総額（支出）を市の人口25万9682人（平成24年4月1日現在）で割った市民一人当たりの決算額です（表紙　左表）。

　今号では、私たちが納めた税金がどのように使われたのか、平成23年度決算の概要について紹介します。










[image: 平成23年度決算報告]




　福祉や環境、まちづくりなど、毎日の暮らしをより良いものにするために、さまざまな形で使われている税金――。昨年度は、どのようなことにどれくらい使われたのでしょうか。平成23年度決算の概要を紹介します。　問：財政課　電話：0463-21-8765




※図表中の金額は、表示単位未満で四捨五入して1万円単位にしているため、合計が合わないところがあります。[image: 上矢印]は前年度比で決算額が増えたもの、 [image: 下矢印]は減ったものです




[image: 決算報告]








[image: ポイント1　税収が減少し、厳しさを増しています]



　ここ5年間の決算の特徴として、市税収入が減る一方、扶助費が増えています（下グラフ）。

　人件費や扶助費などの義務的経費が大きくなるほど、独自に使えるお金が少なくなります。




[image: 五年間の決算推移]






一般会計

　786億8754万円の歳入（収入）に対し、歳出（支出）は747億7097万円でした。平成24年度に繰り越した事業の財源を差し引くと、29億4793万円の黒字でした。

【歳入】 [image: 下矢印]0.8パーセント減

　法人市民税や市債の減少などにより、前年度より6億3774万円減りました。


 [image: 下矢印]市税（2.4パーセント減）

　景気の影響を受け、前年度より10億3272万円減りました。個人市民税は1億9612万円減りました。法人市民税は企業業績の悪化などにより、12億1604万円減りました。固定資産税は1億3040万円増えました。


【歳出】 [image: 下矢印]2.3パーセント減

　生活保護費など扶助費は増えましたが、市職員の人件費や、投資的経費の減少などにより、前年度より17億2259万円減りました。


[image: 下矢印]人件費（3.4パーセント減）

　市職員の給与や手当、退職金などにかかる費用です。民間企業のボーナスに当たる期末勤勉手当の支給月数を減らしたことや、退職・採用に伴う職員の若返りなどにより、合計で前年度より5億2481万円減りました。


[image: 上矢印]扶助費（5.6パーセント増）

　子ども手当の支給や障がい者の福祉対策、生活保護費の支給、保育所の運営など、社会保障にかかる費用です。障がい者の福祉対策経費、生活保護世帯の増加による生活保護費、保育所運営費などが増加し、前年度より10億5425万円増えました。

　年々増え続けている扶助費は10年前の約2.7倍の197億2679万円となり、歳出構成比で人件費を越え、もっとも大きな割合を占めています。


[image: 下矢印]公債費（4.5パーセント減）

　発行した市債の元利償還や一時的な借り入れをした場合の支払利息にかかる費用です。前年度より2億3338万円減りました。


[image: 下矢印]投資的経費（16.0パーセント減）

　公共施設の整備などにかかる費用です。太洋中学校の体育館整備改築事業が終了したことなどにより、前年度より11億3283万円減りました。




特別会計

　歳出の合計は768億9910万円で、前年度より98億4784万円（14.7パーセント）増えました。


▼競輪事業

　競輪グランプリを開催。一般会計に繰り出した額は3億円で、前年度より5000万円多くなりした。


▼国民健康保険事業

　一般会計から23億9315万円を繰り入れました。国民健康保険の被保険者数は市民の29.58パーセントにあたる7万7233人で、歳入に占める保険税額の割合は25.1パーセントでした。被保険者一人当たりの保険給付費は23万4401円でした。依然として、保険税の未納額が増えています。


▼下水道事業

　一般会計から40億8068万円を繰り入れ、市債を11億9300万円借り入れました。市債の借入残高は578億8727万円で、前年度より26億8653万円減りました。


▼介護保険事業

　一般会計から19億1043万円を繰り入れました。介護保険の第1号被保険者（65歳以上の方）は5万7026人で、受給者は7079人でした。第1号被保険者からの保険料は27億5541万円で、歳入に占める保険料の割合は21.1パーセントでした。


▼後期高齢者医療事業

　一般会計から3億2776万円を繰り入れました。後期高齢者医療保険の被保険者数は2万5001人になり、歳入に占める保険料額の割合は83.4パーセントでした。


▼農業集落排水事業

　土屋地区と吉沢地区の汚水処理施設を整備する事業です。一般会計から2152万円を繰り入れ、市債を2億6870万円借り入れました。市債の借入残高は14億7150万円です。



[image: 歳出入表]




市民病院

　病院事業会計の総収益は105億2143万円、総費用は101億4066万円でした。業務委託化などを進めましたが、患者数の減少などもあり、純利益は前年度比2億119万円減の3億8077万円でした。

　平成23年度末現在の累積未処理欠損金は37億4818万円です。一般会計からの繰り入れは10億3100万円、市債の借入残高は37億9908万円です。





[image: 市の借金は少し減りました]



　市は借金も抱えています。また、いざというときに備えて貯金もしています。

[image: 下矢印]市債 （2.9パーセント減）

　市債は市の「借金」です。学校や道路など多額な費用が必要で、長期間利用できる施設を整備する場合や、自治体の財源が足りなくなったときに、国や金融機関などから借り入れます。

　一般会計では、前年度1億1550万円少ない38億9320万円を借り入れました。借入残高は469億4230万円で、前年度より3億8026万円減りました。

　特別会計と病院事業会計を含めた市全体の市債現在高は1101億14万円（市民一人当たり42万3981円）となり、前年度より23億6316万円減りました。


[image: 上矢印]財政調整基金（13.5パーセント増）

　基金は市の「貯金」です。年度間の財源の不均衡を調整するために、基金として積み立てています。平成23年度は7億1643万円を積み立て、基金の現在高は60億3895万円になりました。庁舎建設基金など市全体の基金の現在高は197億5030万円です。



[image: 市債]



道路や公園などは、将来にわたって多くの方が利用します。市債は、現在の市民も将来の市民も、みんなで公平に負担する考えに基づいています







[image: 行政サービスの見直しが必要です]


　自治体の経営能力を測る指標として「健全化判断比率」があり、4つの指標に沿って財政の状況を判断します。

　平成23年度決算に基づき「健全化判断比率」を算定したところ、いずれの指標についても早期健全化基準を下回っています。また、公営企業の健全度を示す「資金不足比率」も資金不足はありません。

　健全化判断比率では、財政が破たんする心配はないと示されています。しかし、先行き不透明な経済や確実に進む市の健全化判断比率と資金不足比率（平成23年度決算）少子高齢化、これからも行政に求められるサービスの増加、税収の大幅な伸びが期待できないことなどを考えると、決して楽観できないことから行政サービスの見直しは避けられません。




[image: 市の健全化判断率と資金不足比率]





[image: イラスト　親子]






[image: 防災や子育てに力を入れました]



◆防災　地震等防災対策事業（津波浸水モデルシミュレーションDVDと津波ハザードマップの作成、海抜表示板の増設など） 3,296万円、防災無線維持管理事業（テレフォンガイドの導入、防災行政用ラジオの自治会配布など） 4,664万円、小・中学校施設管理事業（小・中学校屋上に津波対策フェンスの設置など）4億6,777万円、小・中学校体育館耐震補強事業（勝原小学校・南原小学校・神明中学校）・花水小学校体育館整備改築事業・吉沢小学校校舎整備事業 5億7,737万円、消防署出張所等整備事業（大野出張所と消防訓練施設の整備）1億4,310万円


◆子育て・教育・健康　小児医療費助成事業（小学校3年生までを6年生までに小児医療費無料化を拡大など）6億5,135万円、サン・サンスタッフ派遣事業（学習支援補助員と学校司書の増員など） 6,676万円、放課後児童健全育成事業（真土学童クラブの真土小学校への移転など）2億2,344万円、予防接種事業（子宮頸けいがんワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種の公費助成など） 6億6,620万円


◆環境・産業活性化　新エネルギー普及推進事業（太陽光発電システム設置の助成件数拡大）3,382万円、中小企業金融支援事業（利子補給や信用保証料補助の拡大など）4億7,977万円、ひらつか花アグリ推進事業（PRイベントの開催など）290万円


◆福祉・協働　地域福祉推進事業（町内福祉村の新設と活動支援）2,562万円、介護保険施設整備費等助成事業（介護老人保健施設整備などの助成）1億9,208万円、市民提案型協働事業（全7事業）326万円






3つの大型事業



　3事業とも2年以上の継続事業で、平成23年度の決算額は次のとおりです。平成24年度の進行状況は5面で紹介しています。

・新庁舎建設事業 2億9,517万円

・次期環境事業センター整備事業（表紙写真）12億7,896万円

・市民病院整備事業 1億4,129万円




財政健全化プランで、年間約4億9,000万円の成果



　人件費や行政運営経費の削減、受益者負担の適正化などを推進しました。安定した財政基盤の構築に向けて、今後も歳出の削除と歳入の確保に取り組んでいきます。

主な取り組みと効果額

【歳出削減額の合計】

2億8477万円

・人件費の削減（市長らの給与や、退職手当の削減）1752万円

・行政運営経費の削減（事務事業の整理・合理化など）1億9375万円

・市民サービスの見直し（事業やイベントの見直しなど）6404万円

・民間活力の活用（アウトソーシングの推進など）946万円

【歳入確保額の合計】

2億808万円

・市税などの収入の確保（国庫補助金の活用などど）5606万円

・受益者負担の適正化（使用料や手数料の見直しなど）4813万円

・その他の収入の確保（広告料収入の確保など）1億389万円

問：行財政改革推進課　電話：0463-21-9604

　◆財政健全化の取り組みは平成24年度から、行政改革実施計画と統合し、行財政改革実施計画として取り組んでいます。






[image: まちの話題写真リポート]






農産物でアイデア料理


　寺田縄にある農の体験・交流館で10月27日、年に一度の大収穫祭が開かれました。

　農作物の新たな調理法を発見するアイデア料理コンテストには8点の料理が出品。マイ菜（さい）ファームを利用している南原の山口恵子さんが、ジャガイモとサトイモを使った「みそいため」で1位を獲得しました。

[image: 山口恵子さん写真]





12分の1の世界

　美術館では「魅惑のドールズハウス展」を11月25日まで開催しています。

　欧米の住宅の居住空間をミニチュア化して、精巧に再現した43点のドールズハウスなどを楽しむことができます。


[image: 魅惑のドールズハウス展]





ドクターヘリも参加


[image: 市制八十周年ロゴ]


　消防車やはしご車などを親子で体験する消防フェスティバルが10月13日、総合公園で開かれました。運用訓練として、ドクターヘリが会場に現れました。秋空を力強く飛び去る姿に、訪れた家族連れから歓声が起きていました。

　はしご車のバスケットに乗り込むはしご車搭乗体験や、水平に張ったロープを渡るレスキュー体験などには、希望者の行列ができる人気ぶりでした。


[image: 消防フェスティバル]





湘南平から見えた

　湘南平のレストハウス展望台から、東京スカイツリー（左）と東京タワーの2ショットを眺められます。展望台にある無料望遠鏡を使えば、テレビ塔北の地平線上に見えるので探してみてください。

　レストハウス展望台の開放時間は、毎日午前9時30分～午後9時30分です。空気が澄んだ日には、昼間から見えますが、イルミネーションは日没後に見え始めます。季節によっては、さまざまなイルミネーションの組み合わせが楽しめそうです。

　望遠鏡の接眼部に携帯電話やスマートフォンなどのカメラを付ければ、左のような写真が撮れるかも。足を運んで、確かめてみませんか。



[image: 東京スカイツリーと東京タワー]





台風にも負けず

　10月下旬の馬入・光と風の花づつみでは、台風の影響で一度は散ってしまったコスモスが、白・赤・ピンクと色とりどりに咲いていました。

　毎年見に来ているという、しんど老人保健施設の方々は「今年もきれいに咲いているコスモスが見られてうれしい」と笑顔を咲かせました。

[image: コスモス]





びわの森で収穫祭

　10月20日、土屋にあるびわ青少年の家で「森の収穫祭」が開かれました。

　午前中は、敷地内に生えている竹を芯に使って、炭火でバームクーヘン作りに挑戦。栗ご飯や豚汁の昼食を楽しんだ後は、5月の「森の新緑祭」で植えたサツマイモを収穫。親子93人が秋の1日を楽しみました。


[image: 森の収穫祭]





市長こらむ


平塚発の技術が羽ばたく



　残り6分。直線で社会人チームを抜き返すと、そのまま1位でゴールイン。8月のソーラーカーレース鈴鹿で3連覇を果たした、平塚工科高等学校社会部の皆さんと11月3日、同校の文化祭で話をしました。

　ソーラーカーに取り組んだのは平成10年から。部員は現在17人で、5年前から鈴鹿のレースに狙いを絞っているそうです。出場したのは太陽電池の出力が480ワット以下のエンジョイⅠ、Ⅱクラス。4間の耐久レースで、大学生や社会人を含めて今年は40チームが出場しました。

　本選では、前半は1位でしたが、ピットイン後は2位に後退。しかし、部長の仲直也さん（3年生）は「ドライバーには携帯電話で『抜かすな』と指示していました。風の抵抗や相手のペースメーカーになることを避けるためです」と作戦を明かします。

　3連覇できた理由は「先輩たちの余力。車体は大きくは変えていません。ピット内をはじめとしたチームワークも良かった」と仲部長。

　文化祭で展示された平塚工科の車は、外観や使っている素材が独特です。「太陽電池が上にあると室内が暑くなりにくいんです。ボディーは授業で使っている建築材料です。真似をするチームも出てきています」とドライバーの斉藤慧さん（3年生）。

　顧問の小澤健人教諭は「社会人や大学生のチームは毎年同じドライバーですが、うちは毎年3年生が受け持ちます。先輩から後輩へ、経験や技術も受け継いでいるんです」と強調します。

　仲さん、斉藤さんは「将来は自動車関連の仕事に就きたい」と口をそろえます。文化祭では、機械や電気、環境化学など日頃の成果も見せてもらいました。高い実力を誇る平塚のモノづくりを、彼らのような若者に支えていってほしいと願うとともに、平塚発の技術が世界に羽ばたく日を待ち望んでいます。



[image: ソーラーカー]





[image: ソーラーカーアップ]







平塚市長


[image: 落合克宏氏　氏名] 








平塚の旬



　柿1個で、1日分のビタミンCが摂取できます。



問：農水産課　電話：0463-35-8103


[image: 柿]








11月納期の市税・手数料



①固定資産税（第4期）

②国民健康保険税（第6期）

③後期高齢者医療保険料（第5期）

④介護保険料（第6期）

⑤清掃し尿従量手数料（第8期）

納期最終日　11月30日(金)


問：①市税総務課　電話：0463-21-8769

　　②保険年金課　電話：0463-21-8775

　　③保険年金課　電話：0463-21-9768

　　④介護保険課　電話：0463-21-8790

　　⑤環境業務課　電話：0463-21-8796






湘南バンクへ行こう



　話題のガールズケイリンもあります。

南関カップ（FⅠ）

11月23日（祝）～25日（日）


湘南ローズカップ戸川杯（FⅡ）



12月18日（火）～20日（木）


問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935



[image: ウィンディ君]









祝 湘南ベルマーレ昇格



　再びJ1の舞台へ！


　11月11日のFC町田ゼルビア戦で、3対0で快勝したベルマーレ。自動昇格で、来シーズンは3期ぶりのJ1です。J1でも「Get 3」を合言葉に、湘南の勇者たちの活躍に大きな声援を送りましょう！







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、11月19日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 応募方法]





お知らせ


八幡山の洋館でクリスマスフェスタ



　歌・朗読・舞踊・詩吟など28団体によるコンサートです。

　12月8日（土）・9日（日）、午前10時～午後5時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館（浅間町1-1）。60人（当日先着順）。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124


[image: 市制八十周年ロゴ]





秋の特設相談会



　お気軽にご相談ください。①は予約が必要です。

①司法書士による多重債務相談会（債務についての個別相談、一人45分）　11月27日（火）午後1時～4時。南附属庁舎2階E会議室。

②行政書士による相談会（相続・成年後見・許認可申請）　11月30日（金）午後1時～4時。本庁舎1階市民ホール。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764



産業活性化セミナー



　佐世保バーガーの仕掛け人・永井美穂子さんが「地域ブランド開発による産業活性化」をテーマに講演します。

　11月21日（水）午後3時～5時。平塚商工会議所（松風町2-10）。60人（当日先着順）。地域ブランド開発の取り組み事例の紹介や意見交換など。

問:産業振興課　電話：0463-21-9758



まちぐるみ大清掃



　「ごみのないきれいなまち」を合言葉に、清潔で美しい環境を目指しましょう。

　11月25日（日）午前8時開始。雨天の時は12月2日（日）に延期。2日も雨天の場合は中止。実施や延期のお知らせはＦＭ湘南ナパサ78・3メガヘルツで当日の午前7時～7時15分に放送します。

問：資源循環課　電話：0463-21-9763



青少年健全育成のつどい



　地域活動に取り組んでいる青少年たちが、日頃の成果を発表します。

　11月25日（日）午後1時開演。中央公民館。少年の主張作文コンクール最優秀作品の朗読、あかるい家庭写真コンクール最優秀作品の発表、ジュニア・リーダーズクラブや海洋少年隊、青少年海外派遣団の活動報告など。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



民俗芸能まつり



　市内に古くから伝承されてきた伝統芸能を上演します。

　12月2日（日）午後0時30分開演。中央公民館。

①人形浄瑠璃芝居の部　湘南座「寿式二人三番叟（ことぶきしきににんさんばそう）」「義経千本桜　道行初音の旅」、相模人形芝居前鳥座「艶姿女舞衣（はですがたおんなまいぎぬ）　酒屋の段」。

② 囃子（はやし）太鼓の部　田村ばやし保存会「田村ばやし」。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



くるりんまつり



　12月1日（土）午前9時～午後3時。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。ミニフリーマーケット（雨天中止）、古着・古本市、おもちゃの病院、木工体験教室など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



ようこそ、千年の杜（もり）へ



　アンパンマンショーや育苗体験、苗木の配布、電気自動車の展示、模擬店などをします。

　11月17日（土）午前10時～午後2時。横浜ゴム平塚製造所（追分2-1）。小雨決行。

問：横浜ゴム　電話：0463-35-9501



青色決算の説明会



　個人事業者などの青色申告者を対象にした説明会です。

　12月10日（月）。平塚商工会議所（松風町2-10）。

不動産所得のある方　午前9時30分～午後0時30分。

事業所得のある方　午後1時30分～4時30分。

問：平塚税務署　電話：0463-22-1400



生命保険料の控除が変わります



　平成24年1月1日以降に生命保険会社や損害保険会社などと結んだ保険契約のうち、介護医療保険契約などの支払保険料（介護医療保険料）は、介護医療保険料控除が適用されます。一般生命保険料と個人年金保険料の控除額も併せて改正されます。適用限度額は次のとおりです。

個人市・県民税　一般生命保険2万8000円・介護医療保険2万8000円・個人年金保険2万8000円、合計控除額7万円。

所得税　一般生命保険4万円・介護医療保険4万円・個人年金保険4万円、合計控除額12万円。

　なお平成23年12月31日以前に結んだ保険契約については、従来どおりの一般生命保険料控除と個人年金保険料控除（限度額は個人市県民税3万5000円、所得税5万円）が適用されます。

問：市民税課　電話：0463-21-8766







[image: スターライトフェスティバル]



　イルミネーションで冬の商店街を彩ります。期間中は、紅谷町まちかど広場（紅谷町12-21）や紅谷パールロード（紅谷町）・大門通り（明石町）などで、多彩なイベントを開催します。イルミネーションの点灯は11月23日（祝）～12月25日（火）、日没から午後10時ごろまで。

11月23日（祝）　午後3時～4時、ダンスパフォーマンス。　午後4時から、点灯式（次写真）。

25 日（日）　午前10時～午後4時、青空バザー。午前11時～午後3時、大門市。

12月1日（土）・2日（日）　午前10時～午後4時、青空バザー。15 日（土）　午前11時～午後4時、クリスマスコンサート・ダンスパフォーマンス。商店街で使える商品券が当たる抽選会も同時開催します。

16日（日）　午後1時～4時、元気いっぱい！よさこい祭り。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107




[image: スターライトフェスティバル開催]



クラッカーの合図でイルミネーションを点灯します





[image: 動画を見る]






3つの大型事業が進行中



　市民病院・市役所新庁舎・次期環境事業センターについて、現在の整備状況などをお知らせします。




①市民病院

　平塚市民病院（新棟と北棟）の構造方法について、国土交通大臣から9月24日に認定を受けました。これにより、新棟と北棟の構造について、建築基準法の規定に適合することが認められました。

　仮設救急棟（次写真）の内部工事が11月上旬に終わりました。オイルタンクの移設や院内保育所棟の建設、仮設管理棟の改修など、新棟建設の前段工事が完了間近です。11月末～12月にかけて、救急棟・院内保育所・管理棟の機能を移転させます。移転時には診療機能の一時停止などにより、ご迷惑をおかけします。ご理解をお願いします。

問：改築推進室　電話：0463-32-0015



[image: 市民病院建設中]






②市役所新庁舎

　1期工事範囲の汚染土壌などの除去作業が9月下旬に完了し、地下部分の建設工事をするため、土を埋めました。

　平成26年5月の1期工事完成に向けて、地下部分を建設する時に周囲の土が崩れないよう壁を作る、山留め工事をしています（次写真）。

問：庁舎建設室　電話：0463-21-9608



[image: 市役所新庁舎建設中]






③次期環境事業センター

　建屋3階の床や壁の工事を進めるとともに、焼却炉やボイラーなどの機器を建屋内に設置しました。煙突の外筒工事は11月上旬に完成し、高さ80メートルに達しました。これから内筒工事へと進んでいきます（表紙写真）。平成25 年5月ごろには、大まかな外観が完成する予定です。

問:資源循環課　電話：0463-21-9763




募集


環境基本計画にご意見を


　平成25年度～28年度に取り組む施策をまとめました。

　素案は11月26日（月）～12月25日（火）に、本庁舎1階市政情報コーナーや公民館などで閲覧できます。市のウェブでもご覧いただけます。

募：郵送・ファクス・メールで、意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、12月25日（火）までに環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。




風致地区条例にご意見を


　平塚海岸の松林と砂浜を中心に、風致地区が指定されています。同地区内の建築物の許認可事務などが、県から市に権限移譲されることから、本市独自の『（仮称）平塚市風致地区条例（骨子）』を策定しました。この骨子に対するご意見をお寄せください。

　骨子は11月16日（金）～12月17日（月）に、本庁舎1階市政情報コーナーや公民館などで閲覧できます。市のウェブでもご覧いただけます。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、意見・必要事項（団体などの場合は、団体名・部署名・担当者名を、市外在住で市内在勤・在学の方は会社名・学校名も）を、12月17日（月）までに本庁舎4階のまちづくり政策課　FAX：21-8781　FAX：0120-704589　メール：machi-s@へ。



3人乗り自転車を貸し出します


　幼児2人と一緒に乗れる3人乗り自転車のレンタル利用者を募集します。

　15台（抽選。利用したことがない方を優先）。

応募資格　12月1日時点で次の条件を満たす方。①市内在住で満1歳以上6歳未満の幼児を2人以上育てている②自転車の駐輪場所が確保できる③市税を滞納していない。

利用条件　①幼児用ヘルメットを着用（無料貸し出しあり）②12月8日（土）午前10時～11時または10日（月）午後2時～3時に教育会館で開く講習会に参加できる③破損させた場合は修理費用を負担④貸し出し中に起きた事故などの損害賠償は利用者が責任を負う⑤返却時に自転車店で利用者負担の点検修理を受ける。

必要書類　①くらし安全課や公民館などで配る申込書②保護者の免許証など住所・氏名・生年月日が確認できるものの写し③幼児の保険証など氏名・生年月日を確認できる
ものの写し。

募：郵送または直接、11月30日（金）までに、必要書類を西附属庁舎2階のくらし安全課　電話：0463-21-9840へ。申込書は市のウェブにもあります。



平塚球場とビーチパークのスポンサーを再募集


　平塚球場と湘南ひらつかビーチパークのネーミングライツスポンサーを再募集しています。市の施設に企業名や商品名を入れた愛称を付けて、ＰＲしませんか。

　条件などの詳細は、市のウェブをご覧ください。

募：行財政改革推進課　電話：0463-21-9604



みんなで楽しもうかい


　民族衣装や料理を知り、外国人市民と交流しませんか。

　12月9日（日）午後1時～4時。青少年会館。200人（先着順）。1000円（小学生500円）。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520



再生家具を提供します


　粗大ごみの中から、再利用可能な家具を修理・提供しています。

　50個程度（抽選）。一人1点。修理費程度を負担。

募：12月1日（土）～7日（金）、午前9時～午後4時（7日は正午まで）に、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認し、申込書を直接、同プラザへ。



食中毒を予防しよう


　家庭でできる食中毒の予防方法を学びます。

　12月8日（土）午前9時30分～正午。市民活動センター。50人（抽選）。0歳を除く未就学児4人まで保育があります。

募：電話・メールで、11月30日（金）までに、必要事項・保育の有無を、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



原爆被爆体験をきく会


　原爆の体験談を聞くほか、平和映画の上映、原爆写真の展示などをします。

　12月1日（土）午後2時～4時。松が丘公民館（東中原2-17-19）。60人（先着順）。小学校3年生以下は保護者同伴で。

募：電話・ファクス・メールで、氏名・電話番号を、行政総務課　電話：0463-21-9754　FAX：23-9467　メール：somu@へ。



ソーシャルメディア講座


　フェイスブックの活用方法を学びませんか。

　12月9日（日）午後1時30分～4時。市民活動センター。20人（先着順）。500円。

募：電話・ファクス・メールで、必要事項を市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



クリスマスリースを作ろう


　12月9日（日）午後1時30分～5時。ひらつかアリーナ。25人（先着順）。エプロン・軍手。1500円。お持ちの方は枝切りばさみ。

募：電話または直接、11月19日（月）午前9時から、馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011へ。



里山体験ワークショップ


　ドングリ苗作りやチェーンソー体験などをします。

　12月8日（土）正午～午後5時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）集合。保険証の写し・雨具。作業に適した服装・靴・帽子で。300円（チェーンソー体験は18歳以上で別途1200円）。

募：電話・ファクスで、必要事項・年齢を12月3日（月）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（平日、午後1時～5時）　FAX：58-4326へ。



丹沢湘南観光フォーラム


　「地域連携による観光魅力の創造と実践」をテーマに、講演などをします。

　12月8日（土）午後2時～5時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。250人（先着順）。

募：ファクス・メールで、必要事項を東海大学観光学部事務室　電話：0463-58-1211内線3951　FAX：50-2536　メール：kiyomi1@tsc.u-tokai.ac.jpへ。






[image: 成人式のステージを盛り上げよう]




　式の中で行われるイベントに参加する新成人を募集します。平成4年4月2日～平成5年4月1日に生まれ、平塚市に住民登録している方または平塚市に住んだことがあり参加を希望する方。成人式は平成25 年1月14 日（祝）午前10時40分～午後0時30 分に、総合体育館で開きます。



[image: モザイクアート]



前回は七夕まつりと絆がテーマ






①感謝の手紙の朗読　家族・友人・恩師などへの手紙を書いてみませんか。優秀作品はステージで発表していただきます。800字程度、様式は自由。

②新成人の主張・パフォーマンス　将来の夢や得意なことを、ステージで発表しませんか。

③モザイクアート　新成人の写真でモザイクアート（前写真）を作ります。顔写真や昔の写真など、ジャンルは問いません（1人何枚でも応募できます）。写真は返却しません。

募：12月15日（土）までに、①②は郵送またはメールで、〒254-0041　浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　メール：seishonen@へ③は郵送で青少年課、またはメールで横浜アーチスト　電話：045-681-3734　メール：pic@y-artist.co.jpへ。






[image: 知っとこ！防災No14]



No.14　災害協定をYahoo（ヤフー）と締結



情報発信を強化

　11月1日にヤフー株式会社と「災害に係る情報発信等に関する協定」を締結しました。災害時に市ウェブにアクセスが集中すると、ヤフーが市ウェブのコピーサイトを作ります。利用者が「Yahoo！JAPAN」経由でアクセスする場合には、コピーサイトに誘導され、スムーズに閲覧することができます。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734






[image: 元気発見、市民の元気を第九に乗せて]



　ベートーベンの交響曲第9番ニ短調作品125を聴くと、年の瀬を感じる人も少なくないはず。それほど日本の年末には多くの場所で第九が演奏されています。


　市でも「第22回湘南ひらつか第九のつどい」を12月2日（日）午後2時から市民センターで開催。魅力の一つの市民合唱には、9歳から88歳までの142人が出演し、第九に乗せて市民の元気を届けます。


　初めて市民合唱団に参加した山﨑（やまざき）麻紀子さん（38）は「昨年鑑賞した時に、その迫力に感動しました。昨年以上の感動と元気を与えられる合唱をしたい」と話します。


　また湘南ひらつか第九のつどい実行委員会の江川節弥委員長は「今年は東海大学教養学部長の梶井龍太郎先生の指導を受け、フレッシュかつパワフルな第九を届けます。第九のつどいを通じて、1人でも多くの方に音楽文化に興味を持ってもらいたい」と熱い思いを語ってくれました。



[image: 第22回湘南ひらつか第九のつどい]

チケットは市民センター内の文化事業課　電話：32−2237などで販売します。全席自由1,000円。





スポーツ


市内駅伝競走大会の参加者


　平成25年1月13日（日）午前8時15分から開会式。午前9時にShonan BMW スタジアム平塚をスタート。


　監督会議を平成24年12月12日（水）午後7時から、平塚球場で開きます。


①地区対抗の部　6区間33・3キロ。選手登録は11人以内。10月1日以前から出場地区に住んでいる高校生以上（女子区間は中学生以上）の方。


②実業団対抗の部　5区間31・1キロ。選手登録は9人以内。市内の会社や事業所に10月1日以前から勤務している方で編成したチーム。


募：12月7日（金）までに、①は各地区の体育振興会②は平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。


[image: 動画を見る]







bjリーグ（日本プロバスケットリーグ）


　横浜ビー・コルセアーズのホームゲームを応援しませんか。総合体育館。


　富山グラウジーズ戦　12月1日（土）午後6時、2日（日）午後1時30分。


　仙台89ERS戦　13日（木）午後7時。


　前売りチケットはローソンなどで販売しています。SS席7000円、2階自由席大人1800円・中学生以下1000円など。


問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233


[image: 横浜ビー・コルセアーズ]

熱気あふれるプレーを間近で






ひらつかアリーナの開放日


　12月4日・18日の火曜日、午前9時～午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボール・バウンドテニスなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。


問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011








[image: 平成25年度入園、保育園児を募集]



　来年4月に保育園への入園を希望するお子さんの申し込みを受け付けます。


受け付け　12月3日（月）～28日（金）、午前8時30分～午後5時（土・日曜日と祝日は除く）。こども家庭課（本庁舎1階⑱番窓口）。


申込書の配布　保育園やこども家庭課のほか、市のウェブにもあります。


[image: 私立保育園一覧表]


[image: 市立保育園一覧表]


[image: 保育園児]


問：こども家庭課　電話：0463-21-9612








健康と福祉


臨時助産師を募集


　新生児や乳児の訪問などをします。


　助産師の資格を持つ方、若干名。勤務は平日3～7時間、月12日以内。保健センター。時給1400円。


募：郵送または直接、履歴書・資格証の写しを、12月5日（水）までに、〒254-0082東豊田448-3保健センター　電話：0463-55-2111へ。







ウオーキング講習会


　室内でのトレーニングや講義を通して学びます。


　11月22日（木）午後1時30分～3時。保健センター。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。


問：健康課　電話：0463-55-2111







くすの木体操講習会


　午後1時30分～3時。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。


　11月30日（金）、旭北公民館（河内440）。12月7日（金）、崇善公民館（見附町30-2）。


問：健康課　電話：0463-55-2111







市民後見人の養成講座を説明します


　成年後見制度とは、判断や決定が困難な認知症の方や知的障がい・精神